
宮崎県拠点だより
農林水産省九州農政局 2022年12月 No.22

高病原性鳥インフルエンザの発生を防止 ! !
～防疫対策の再徹底で発生を防ぎましょう～

宮崎県拠点の
Webサイトはこちらから

宮崎県拠点地方参事官室ホットライン
ＴＥＬ ０９８５－２４－２３６５
ＦＡＸ ０９８５－２７－２０３５
本紙の記載内容等についてのご質問、農政に関すること、事業や制度
への質問・ご意見等がございましたらお気軽にお問い合わせ下さい。
（〒880-0801 宮崎市老松２丁目３－１７）

今シーズンは、例年よりも早く渡り鳥の死骸や糞等から鳥インフルエンザウイルスが検出され
ていることから、全国的に環境中のウイルス濃度が高まっていると考えられ、 また、全国の発
生事例もすでに３０例を超えています。

堆肥等の国内資源を活用しましょう ! !

～海外原料に依存している化学肥料の使用量低減を進めています～

発生防止のためのポイント再確認

①人・車両による侵入の防止
外来者の出入監視や外来車両の消毒確認
踏込消毒槽及び消毒薬噴霧器等の設置

②野鳥・野生動物による侵入の防止
防鳥・防そ対策の網や捕獲装置の設置等
鶏舎周辺への消石灰散布

③飲用水・飼料の汚染による侵入の防止
新鮮な水道水の使用

飼料タンク周囲は常に清掃

※鶏肉や鶏卵等を食べることにより、ヒトが鳥インフルエンザにウイルス感染する可能性はないと考えています。

症状には要注意 ! !

・ 元気消失 ・突然死
・ 肉冠のチアノーゼ
・ 顔面の浮腫性腫脹

早期発見 ❕

早期通報 ❕

④鶏舎内外の整理・整頓・清掃
周辺の草刈りや木の伐採
野鳥やネズミの繁殖場所を作らない

⑤鶏の健康管理及び取扱い
健康鶏の導入や死亡鶏の適切な処理
鶏舎内の環境整備（適正な飼養羽数と良い換気）

⑥鶏糞の処理
農場内で適切な水分管理による十分な発酵
農場外に移す際の他農場への病原体拡散に注意
鶏糞処理施設にも防鳥ネットを設置

⑦鳥インフルエンザに対する理解と教育
従業員に対する鳥インフルエンザの知識習得など

世界的な穀物需要の増加やエネルギー価格の上昇に加え、ロシアによるウクライナ侵略等
の影響により、化学肥料原料の国際価格が大幅に上昇し、肥料価格が急騰しています。

売れる堆肥づくりのすすめ 堆肥の利用による土づくりのすすめ

【良い堆肥の条件】
○作物や環境に有害な物質を含まない
○人体や環境に有害な微生物を含まない
○雑草の種子が死滅している
○十分に腐熟している
○成分が安定している

畜産農家等が堆肥を他者に
渡す場合は、有償・無償を問
わず届け出が必要です。

※注意※

【堆肥の土づくり効果】
○物理性
根の良好な成長、通気性や排水性などの改善

○化学性
肥料の保持力や養分の供給力などの改善

○生物性
微生物による土壌中の有機物の分解などの改善

農地の状態を診断して、効果的に堆肥を活用！

詳しくは、県の肥料担当部署へ！



新商品の特徴これまでの研究成果

スローライフトゥ（株）等は、脂肪肝や血圧上昇の抑制効果等に有効な成分を含むブルーベ
リーの葉を利用したお茶の研究開発を行い、新たな商品を開発しました。

健康機能性の高い「ブルーベリー葉茶」の新商品開発
～六次産業化・地産地消法に基づく研究開発・成果利用事業計画で県内初の認定～

申請者代表

ブルーベリーの葉は、機能性食品として抗

脂肪肝作用、血圧上昇抑制作用、抗糖尿病
作用などの生活習慣病予防効果が明らかに
なった。

○産学官が連携したコンソーシアム （共同事業体）

協力者

・ 新製法による風味向上、すっきりと
した酸味

・生姜とのペアリングによる抗炎症
作用と風味向上

（株）宮 﨑 茶 房

☆ブルーベリー葉発酵茶

とルイボスティー

（株）ＳＵＮＡＯ製薬（すなお食堂）

2022年9月に東京ビックサイト

で開催されたジャパンメイド ・

ビューティアワード 2022 に
「 発酵ハーブティープレーン

shutto 」 を出展し、審査員
特別賞を受賞 。

ニーズに
応じた開発

○申請事業者の新商品と関連商品

受賞商品

ＨＰは
こちら
↓↓↓

スローライフトゥ（株）
亀長茶園

☆ Blueberry Leaf Tea 

（ブルーベリー葉の健康茶）

【 くにさと35号 】
ブルーベリー葉の専用品種。 宮崎県で2009年に種苗
登録され、効率的な生産、収穫及び品質向上のため、
畝仕立ての独特な方法で栽培されている。

スローライフトゥ（株）〔延岡市北方町〕
・全体を総括し、新規茶葉製造や認知度向上のための情報
管理を実施

（株）ＳＵＮＡＯ製薬〔宮崎市和知川原〕
・主に、販売促進ツール開発や展示会等でのプロモーション
を実施

（株）宮﨑茶房［西臼杵郡五ヶ瀬町］
・新規茶葉製造の現場実証を実施

国立大学法人宮崎大学
・機能性評価や嗜好アンケート調査

宮崎県総合農業試験場茶業支場
・新規茶葉の開発

宮崎県食品開発センター
・官能評価又は香り等評価や味の可視化

共同申請者


